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  １ はじめに 

  2017 年 1 月に、文部科学省「教育相談等に関する調査協力協議会」では、不登校、いじめ 

や暴力行為等の問題行動、子供の貧困、虐待等については、未然防止、早期発見、早期支援・対 

応等に重点を置いた体制づくりが重要であると示されている。 

  本研究対象の附属学校では、スクールカウンセラーや精神科医等の専門家が配置され、個別相 

談、支援を中心とした取り組みはされているものの、未然防止や早期支援に関しての体制構築は 

行われていない。 

  平成 28 年度教育研究活動における「健康カードを活用した発育測定における児童の健康観に 

対する比較」の調査で以下のことが明らかにされた。生活実態と身体測定との関係では、「毎日楽

しく生活している」、「ほっとする場所がある」など、心理的要因の項目と身長の伸びと体重の増加

との関連が見られた。子供の心身の健全な発育・発達の面からも、児童生徒が安心できる物的およ

び人的環境の保障へ向けた環境整備は、子供と教師間だけでなく、保護者も参加した協働的な体制

作りは喫緊の課題である。 

 

  ２ 本プロジェクトの目的 

本研究では、子供の心身の成長を支える  

安心な場としてのプラットフォーム型体   

制連携モデルの作成を試みる。いじめや不 

登校、暴力行為等の問題行動、子供の貧困、 

虐待等の早期発見・対応や未然防止へ向 

け、子供の心身の健康課題からアプローチ 

し、それに伴い保護者が抱える困難、学校 

へのニーズ等を明らかにするとともに、校 

種を繋ぐ継続的な相談支援や未然防止へ 

の早期支援体制構築のための実践的なア 

クションリサーチの推進を目的とする。 

 

 

 



  ３ 本プロジェクトの実施 

(1) WEB アンケート 

 附属学校の保護者を対象に、子育てと教育相談に関するアンケートを実施した。保護者会等で

QR コードを記載したプリントを配付し、アンケートサイトにアクセスして回答・集計する WEB

システムである。 

子育てで悩んだ時、①誰に相談しているか、②誰に相談したいか、③いま相談したいと思うこ

とはあるか、④学校の相談体制の満足度、⑤子供のことで気になることは何か、を質問項目とし、

④以外を複数回答可能とした。①誰に相談しているか、②誰に相談したいかの問いは共に約９割

の回答が「配偶者」で一致している。③いま相談したいと思うことでは「進学、進路」が最も多

い回答となった。また⑤子供のことで気になることは何か、では「勉強、成績」「進学、進路」

は半数以上の保護者が回答しており、③と似た傾向が見られ、附属学校教育への関心の高さに関

わる特徴が示されたと考えられる。④学校の相談体制への満足度は「満足、おおむね満足」を合

わせると 8 割を越えた。これを多いと見るか否か、また、多いとすればその要因は何か、学校の

相談活動を充実させていく上で分析と考察が重要である。 

 

(2)WEB サイト開設と連携モデル化 

 WEB アンケートから情報提供や情報共有の手段として、保護者が必要な時に、必要な情報を 

得たいという回答から、ポータルサイトを開設した。ポータルサイトは、①プロジェクトの 

趣旨、②メンバー紹介、③講演会等の参加申し込み、④活動レポート、⑤問い合わせの 5 項目 

とした。特に活動レポート等から各附属学校での講演会（情報提供、申し込み受付、事後のレ 

ポート等）や子育て支援に関する情報等を提供し、PULL 型支援モデル化を検討している。 

 

(3)リーフレット作成と配布 

本プロジェクトを保護者に周知し活動の参加者を募るため、リーフレットを作成した。附属 

で学ぶ子供と保護者のために立ち上げられた特別開発研究プロジェクトであることを示し、情

報端末から簡便に参加登録や講演会情報にアクセスできることなどを目的とした。附属学校卒

業生がデザインした本プロジェクトのシンボルマークを中心に、親しみやすく、情報がコンパク

トにまとまっていることを目指して作成した。 

 

(4)火災時の心身のケア：竹早地区 

   2017 年 10 月 6 日(金)に起った竹早小学校を火元とする火災事故の復旧・収束についての専門

的なアドバイスの場として、本プロジェクトのミーティングの場が活用された。災害後のメンタ

ルケアのためのストレスチェックの質問紙の検討や安全委員会の設立、「臭気」が子どもに与え

る心理的ダメージなど、その後の竹早地区学校再開までに必要なことを検討・提案する場となっ

た。 

 

(5)講演会 

1) 竹早小学校・中学校  

2017 年 12 月 12 日（火）10:00～12:00 講師：松尾 尚博 教授 

竹早小学校・中学校図書館にて、東京学芸大学教育学東京学芸大学附属竹早地区スクールカ

ウンセラー松尾直博教授による保護者向け講演会を実施した。当日は 80 名を超える保護者が

来校し、松尾先生より「見直してみよう子どもとのコミュニケーション ～子どもの語りを聴

いてみる～」とのテーマでのお話と保護者同士でのワークショップが行われた。保護者から対

話と会話の違いになど普段の生活から意識できていなかったことを意識する機会となったと

いった意見が寄せられた。 

 

2)附属小金井小学校 

2018 年 6 月 23 日（土）10:00〜11:00  講師：黒沢幸子氏 

黒沢幸子（目白大学大学院特任教授／KIDS カウンセリングシステム）氏による「子供の意欲

を育むコミュニケーション」というテーマで、保護者講演会を実施し、約 120 名の保護者が参

加した。黒沢氏は、自尊感情の構造を中心に、基本的自尊感情（他人とは比べられない、成功 



優劣とは無関係な絶対的なもの）と社会的自尊感情（他者との比較による、相対的な優劣によ

る感情）の関係性から具体例を挙げ、親の役割、思春期を迎える子供とのかかわり方について

述べた。 

 参加した保護者から、日頃の子供のかかわりを振り返る機会になったという意見が多く寄せ

られた。 

 

3)附属小金井中学校 

2018 年 12 月 2 日（日） 10:45～12:15 講師：岸田泰子氏 

3 階教育工学室にて岸田泰子（共立女子大学看護学部教授）氏による「思春期の心と体」と 

いうテーマで、男子と女子の第２次性徴、思春期の性意識の変化、家庭での性教育について 

の講演を実施した。参加した保護者から、小学校や中学校での教育内容を関連づけた学びの 

大切さや、LGBT の話題などが挙げられた。 

 

(6)子育て支援会議 

   2018 年 8 月 21 日（火）10:00〜12:30 

東京学芸大学において附属学校の保護者と教職員（スクールカウンセラ含む）、大学教員が集

い、子育て支援について協働的に考えることを目的とした支援会議を計画・実施した。参加した

保護者は小学校 3 校・中学校 2 校より 11 名の参加があった。WEB アンケート調査の結果報告及

び情報交換と交流のためのグループディスカッションを行い、情報を共有した。また子育てに

おすすめの本の紹介するコーナーを設けたり、他附属の教職員とも交流が行われたりした。実

施後のアンケートには活動の継続を望む声があった。 

 

(7)絵本の会：附属小金井小学校 

 附属小金井小学校では、昨年 11 月 6 日（火）に、本校保護者を対象とした、読み聞かせ、お

よび絵本について語り合う会「パパママのための絵本の会～心のケアしませんか～」をリソー

スルームで開催し、12 名の保護者の参加があった。この会は本校司書、養護教諭、スクールカ

ウンセラーが、それぞれの視点で、絵本についての所見を述べ、参加した保護者と共に、絵本の

魅力とその心に及ぼすものについて気軽に話し合う場とした。特に最近、多くの識者が絵本の、

人の心、特に大人の心に及ぼす良い影響について言及している。しかし、小学生の保護者にとっ

ては、絵本はすでに卒業したものという認識であることも多い。この会の目的は、単なる図書の

紹介ではなく、絵本という子育て中の母親ならだれもが手に取ったことがあるツールを通して、

忙しい日常や緊張感のある子育ての中で、立ち止まって張り詰めた心を少し緩め、違う角度か

ら、しかも侵襲的ではなく、それぞれが自分の思い思いの角度から、自分の子育てに光を当てる

ことである。同時に、保護者にとっての支援者である、養護教諭、スクールカウンセラー、また

本の案内役である図書館司書が、自分

の好きな絵本を紹介し思い出を語る中

で、支援者の人となりを知り、より身近

に感じてもらえるという効果を狙って

いた。実際のところ、以前に開催してい

たスクールカウンセラーとの懇談会よ

りも参加者は増加し、会の開催後には

参加者から相談申し込みが複数あり、

実際に支援へとつながったケースも含

まれる。また、参加者からは次回開催の

希望が多くあり、今年度も開催の予定

である。          

 

(8)教育委員会調査 

 附属学校の児童生徒が在籍する区市町村教育委員会へ、質問紙による調査を実施した（一部

WEB による回答あり）。附属学校の児童生徒は、多くが居住する地域から離れて通学している。

きょうだい等が地元校に在籍している場合もあるが、附属学校の児童生徒も保護者も、居住地

区の教育委員会や提供されている教育関連サービスに関心が薄いことが多い。ここでいう教育

図 1 読み聞かせ会  



関連サービスとは、各自治体で提供されている、例えば特別支援教室（通級学級＝ことばの教

室・情緒教室）、適応指導教室、教育相談室での面談や発達テストの受検、プレイセラピーなど

についてである。近年、附属学校園でも適応困難や、登校渋り、心身症などの増加がみられる中

で、特に不登校や学校への適応困難児童への対応には、地元自治体の教育サービスとの連携は

大切なことであると考える。 

本来、小中学校生徒にとって、教員やスクールカウンセラーなどは純粋に支援者であるはず

だが、連絡進学の可否や転校については、校内ではどうしても相談しづらいという声がある。ま

た、本来子どもは、地域によって支え育まれるべきであり、困難を感じている時こそ地域で支え

られていると感じられることには意味がある。しかし、自治体設置の小中学校外に通う国立、私

立学校等の児童生徒が受けることができるサービスは、自治体ごとに違っており統一されてい

ない。本研究では、各自治体教育委員会にアンケート調査を依頼し、その利用の可否を調査し

た。そのアンケートの個別の結果は公表していないが、各附属校で支援のためのデータベース

として活用している。 

 

  ４ 課題 

  (1)成果 

・WEB アンケートの結果から、保護者のニーズや抱えている課題を把握し、保護者のニーズに 

応じた PULL 型の講演会や交流会の機会を設けることができた。 

・各学校で重点的に取組んでいる支援活動や、保護者とのかかわり、また抱える課題の共通 

点や相違点について共有する機会となった。 

・「子育て」をテーマに附属間の保護者および教員の交流や課題を共有する機会とすることが 

できた。 

・２地区で始めた活動をポータルサイトや研究会等で共有し、附属学校園で取組むことへ、つ 

ながった。今後、他大学の附属学校や地域の公立学校等との連携を視野に入れ、普及を目指 

す。 

 

(2)課題 

・ポータルサイトによる WEB を介した情報発信は定着していないため、講演会等の案内を紙媒

体で配布する等の工夫も必要となった。しかし附属学校間での講演会の内容等については、他

の附属学校のことであっても、共有しやすい環境を作ることができた。今後は WEB を介した情

報だけでなく、附属間での保護者・学校園との交流が促進するよう企画していく。 


